
予算等審査特別委員会

とおの議会だより 10

　予算等審査特別委員会（議長を除く19人の議員で構成、
委員長は菊池巳喜男議員、副委員長萩野幸弘議員）は、条
例12件、予算17件、その他３件について付託を受けて７日
間の審議を行いました。
　今委員会では、24年度補正予算等と25年度一般会計予
算等が上程され、活発な質疑が交わされました。その結果、
全32議案が原案のとおり可決されました。

地
方
交
付
税
の
減
額
に

よ
る
影
響
は

　

今
回
の
精
査
に
よ

り
地
方
交
付
税
、
地
方

特
例
交
付
金
が
１
億
８
，

８
０
０
万
円
余
り
減
額

に
な
っ
た
が
、
昨
年
同

時
期
の
予
算
は
３
億
１
，

２
１
８
万
円
増
に
な
っ
て

い
る
。
今
回
の
減
額
に
よ

る
影
響
を
当
局
は
ど
う
捉

え
て
い
る
か
。

　

昨
年
度
の
交
付
税
は

震
災
復
興
特
別
交
付
税
と

い
う
事
で
、
通
常
よ
り
多

い
額
が
交
付
さ
れ
て
い
た
。

今
年
度
の
減
額
要
因
は
大

き
く
分
け
て
２
つ
あ
る
。

一
つ
は
当
初
、
国
か
ら
の

情
報
に
は
な
か
っ
た
部
分

で
、
交
付
税
の
算
定
基
準

が
大
幅
に
改
訂
さ
れ
た
が
、

そ
の
変
更
を
見
込
ん
で
い

な
か
っ
た
こ
と
。
も
う
一

つ
は
、
交
付
税
の
算
定
に

お
い
て
、
市
税
の
伸
び
分

を
、
少
な
め
に
見
込
ん
だ

た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、

特
別
交
付
税
で
は
、
震
災

関
連
で
３
月
末
に
増
額
交

付
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

市
債
管
理
基
金
を
利
用

し
た
繰
上
償
還
は

　

市
債
管
理
基
金
を

も
っ
と
利
用
し
て
市
債

（
市
の
借
金
）
を
繰
り
上

げ
償
還
で
き
な
い
か
。
こ

の
こ
と
に
よ
り
支
払
い
利

息
の
節
減
に
な
る
の
で
は
。

　

市
債
の
繰
り
上
げ
償

還
は
、
支
払
い
利
息
の
節

減
に
つ
な
が
る
の
で
可
能

な
限
り
多
く
行
う
べ
き
と

考
え
る
が
、
市
財
政
全
体

の
見
込
み
や
バ
ラ
ン
ス
の

見
極
め
と
、
貸
し
手
で
あ

る
金
融
機
関
と
の
協
議
が

必
要
で
あ
る
。

青
年
就
農
給
付
金
活
用

の
実
態
は

　

青
年
就
農
給
付
金
の

実
績
は
。

　

14
経
営
体
を
見
込
ん

で
い
た
が
、
遠
野
在
住
者

５
経
営
体
・
Ｉ
タ
ー
ン
が

３
経
営
体
の
計
８
経
営
体

が
交
付
対
象
と
な
っ
た
。

　

こ
の
制
度
を
更
に
利

用
し
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者

を
増
や
す
べ
き
と
考
え
る

が
。

　

今
後
、
更
に
こ
の
制

度
の
周
知
を
図
る
。

　

８
経
営
体
の
詳
し
い

地
域
ご
と
の
受
給
者
の
状

況
は
。

　

綾
織
１
、
小
友
２
、

土
淵
１
、
青
笹
１
、
宮
守

２
、
達
曽
部
１
の
経
営
体

と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に

夫
婦
で
の
受
給
者
は
、
綾

織
、
小
友
、
青
笹
、
宮
守
、

達
曽
部
の
５
経
営
体
で
あ

る
。

重
要
文
化
財
・
千
葉
家
公

有
化
や
今
後
の
管
理
等
は

　

千
葉
家
の
公
有

化
、
整
備
活
用
化
事
業
で

１
億
２
，
４
０
０
万
円
ほ

ど
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

ど
の
範
囲
を
取
得
す
る
の

か
。

　

国
道
３
９
６
号
の
道

路
か
ら
上
側
（
東
側
）
の
、

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
建
物
や
後
背

の
山
で
あ
り
、
近
接
の
公

葬
地
や
駐
車
場
等
の
県
有

地
は
除
か
れ
る
。

　

公
有
化
後
の
管
理
等

の
見
通
し
に
つ
い
て
は
。

　

公
有
化
後
、
す
ぐ
に

工
事
は
始
ま
ら
な
い
。
ど

う
い
う
修
復
工
事
を
し
た

ら
い
い
か
調
査
や
設
計
、

協
議
等
も
あ
り
、
３
年
ぐ

ら
い
の
期
間
と
考
え
て
い

る
が
、
当
面
の
間
従
来
通

り
に
公
開
を
す
る
。
管
理

は
委
託
を
行
な
う
方
向
で
、

今
後
も
地
域
に
説
明
を
し

な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い

く
。

　

見
学
開
放
し
て
い
く

に
あ
た
り
、
耐
震
上
不
安

は
な
い
か
。

　

建
物
は
２
年
前
の

３
・
11
の
地
震
に
は
耐
え

て
来
て
お
り
、
大
丈
夫
で

あ
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

石
垣
を
修
復
し
た
箇
所
や

地
盤
が
下
が
っ
て
き
て
い

る
部
分
も
あ
る
が
、
見
学

者
に
十
分
注
意
を
し
な
が

ら
工
事
を
進
め
て
い
く
。

食
育
セ
ン
タ
ー
と
農
業

振
興
と
の
関
わ
り
は

　

農
業
サ
イ
ド
と
の
連

携
を
図
り
、
低
迷
す
る
農

業
の
一
助
に
な
る
よ
う
な

食
育
セ
ン
タ
ー
機
能
を
構

築
す
べ
き
で
は
。

　

産
直
連
絡
会
の
会
議

に
は
農
業
サ
イ
ド
の
職
員

も
出
席
し
て
お
り
、
共
通

の
理
解
を
図
っ
て
い
る
。

　

４
月
か
ら
稼
動
し
、

農
産
物
の
利
用
を
拡
大
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
年
間
の

需
要
見
込
み
や
ど
の
様
な

食
材
が
必
要
な
の
か
、
品

目
に
よ
っ
て
は
作
付
け
時

期
を
失
す
る
こ
と
で
食
育

機
能
が
果
た
さ
れ
な
い
可

能
性
も
あ
る
の
で
は
。

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

で
は
、
地
元
農
産
物
の
利

用
デ
ー
タ
ー
を
品
目
ご
と

に
取
っ
て
い
る
。
今
ま
で

の
分
は
今
ま
で
ど
お
り
作

付
け
し
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
今
後
に
お
い
て
は
計

画
的
作
付
け
を
し
て
い
た

だ
く
考
え
で
あ
る
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
本
部
条
例
と
は

　

未
知
な
る
ウ
イ
ル
ス

等
に
対
応
し
た
条
例
と
い

う
こ
と
で
、
当
然
、
現
災

害
対
策
本
部
と
の
つ
な
が

り
も
考
慮
す
る
と
い
う
の

は
当
然
の
こ
と
と
し
て
、

こ
の
対
策
本
部
と
は
ど
う

い
う
も
の
か
。
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